第１学年Ａ組　　道徳指導案
１　主題名　「公共の場における他者への配慮と公徳を尊ぶ心」【４－（２）公徳心、社会連帯の精神】
２　資料名　「島耕作　ある朝の出来事」：出典「中学生の道徳１年　自分を見つめる（廣済堂あかつき）」
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観
　　　私たちは自宅から一歩外に出ると、さまざまな人とさまざまな空間を共有し合うことで生活している。それが社会であり、多くの人々と共に生活する以上、私益を優先する言動は慎まなければならず、自制と他への配慮を忘れてはならない。しかしながら、昨今では「自分さえよければいい」という自己中心的な言動が見られる場面が徐々に増え、社会全体のモラル意識が低下しているようにも見受けられる。また、「他者への配慮」という名目のもとに、「見て見ぬふり」をする周囲の言動も、人間関係の希薄化に拍車をかけているように感じる。
公徳心とは、「強く自己主張する」ことでも「見て見ぬふり」をすることでもなく、お互いの気持ちを尊重し合い、誰もが気持ちよく過ごせるように相手への配慮やいたわりの心をもつことである。その場合の「お互い」とは、一人対一人だけはなく、そこに居合わせる集団全ての人々のことである。一人一人が居心地の良い集団を作ろうと努力することで、集団の質も高まっていく。集団の質が高まれば、一人一人はさらに集団のために努力しようとするだろう。集団と個人が相互に作用し向上していこうとすることで、自分が社会を構成する一員であることを自覚し、望ましい社会を実現しようとする気持ちを高めることで公徳を大切にする心を育みたい。
（２）生徒の実態
本学年の生徒は、公共の場において自分本位な行動をとってはならないということをある程度は理解している。しかし、それを生活の場において実践できていない場面も多く見られる。自分本位な行動をとらないということは、相手の立場になって考え行動することが必要であるが、本学級の生徒の様子を見てみると、それらの気遣いに欠ける言動がしばしば見られる。また、それらの行動を目にしたときにも関わり合いを避け、「見て見ぬふり」をする生徒も少なくない。そのため、生徒には、公徳心の根底にあるのは、他者に対する思いやりや配慮であり、よりよい集団を作っていこうとする一人一人の積極的な関わり合おうとする気持ちであることに気付せたい。そのような公徳心を養うことで他律から自律へと高めさせ、誰もが気持ちよく過ごせる社会を実現させていこうとする実践意欲を高めていきたい。
（３）資料とその活用について
漫画「課長　島耕作」の主人公である島が、混雑した電車の中で苦しむお年寄りを前に、平然と座席に座り新聞を広げているサラリーマンに腹を立て、口論となるシーンを取り上げ、ねらいに迫る資料である。島とサラリーマンのやり取りを中心に、お年寄りや電車に同乗した他の人々の心境にも目を向けさせ、新聞投稿された資料と比較しながら、相手の気持ちに配慮していくという公徳心について深く考えさせていきたい。そのために、授業の導入では、みんなのためにがんばった経験について思い起こさせたい。また、級友の見方・感じ方から学び合いを深めるために、中心発問では、多様な発言を板書で内容別に整理し、価値観の相違を比較・理解し合うことで、自己の生き方について自覚させていきたい。
（４）本時と他教科・他領域との関連

①教科　（国語）「江戸からのメッセージ」　（社会）「中世の日本」「近世の日本」

②特別活動　 「社会の一員として」「学級とわたしたちの成長」

「生徒会ボランティアⅠ・Ⅱ・Ⅲ」「学年ボランティアⅠ・Ⅱ」「部活動ボランティア」

「校区美化活動」「学校祭」「３年生を送る会」「卒業式」

「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」

③総合的な学習の時間　「福祉について学ぼう」「学校祭を成功させよう」

「働くということについて考えよう」

④道徳「みんなのことを考えるとは」資料：「バスと赤ちゃん」

「他者へ配慮する心」資料：「キャッチボール」

「力を合わせよりよい社会の実現に努めようとする心」資料：「富士山をよごすのはだれか」
「公共の場における他者への配慮と公徳を尊ぶ心」資料：「島耕作ある朝の出来事」（本時）
「よりよい社会を目指し行動する心」資料：「人に迷惑をかけなければよいのか」

「公徳を大切にする心」資料：「稲村さんの苦悩」
４　本時のねらい
主人公島の取った行動の良し悪しを議論することを通して、集団の一員としての自覚を深め、集団一人一人のことを考えながら、みんなが気持ちよく過ごせる社会を実現しようとする実践意欲を高める。
５　指導過程

	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	方価
向値
付へ
けの
	１　これまでの経験を想起する。（５分）
みんなのためにがんばっていることはありますか？
・挙手ができるよう互いに声をかけている。
・チャイムで着席できるように自分で努力している。
	・ねらいとする価値に方向付けるため、周囲のことを考えて行動する場面を想起させる。

	価
値
の
追
求
把
握
	２　資料前半を聞き（５分）、話し合う。
①島耕作の行動についてどう思いますか？（５分）
・勇気ある行動だと思う。
・気持ちはわかるけど、そこまで行動できない。
・言い返されたら、それ以上を話しかけることができない。
・周りの人にも迷惑なので、そんなにむきになることはない。

②　資料後半を読み、（５分）、話し合う。
島耕作は声をかけたほうがよかったのでしょうか？
ア　よくなかった　　　　イ　よかった


　②'ア、イそれぞれの意見に共通している心や考え方は何でしょう？（話し合いを深めるための補助発問）
・どちらも困っている人を助けようとしている。

・どちらも自分のことではなく、周りのことを考えて行動することが大切だと思っている。
②”級友の意見を聞き、学んだことを発表しましょう。（７分）
・同じ電車に乗り合わせている周りの人のことも考えなければならないという意見にはっとした。気付かなかったので。
・人それぞれ事情があるので一方的に思い込まず、相手に尋ねてから行動すべきという意見はなるほどと思った。

・勇気をもって声をかけた結果、替わってくれた人がいたというのは、すばらしいと思った。
	・①では、率直な意見を短時間で出させ、板書はしない。

・②では立場を明確にさせた後，理由を問い、詳しく問いたいことを質疑応答させる。
・②では声をかけた島、拒否したサラリーマン、他の乗客など、いろいろな立場の人のことを考え討論させる。そのことを通し，自分の価値観の特徴に気付かせたい。

・②や②'では、１対１の思いやりではなく、“第三者を意識した集団としての思いやりや配慮”が公徳心を考えていくことにつながるという視点に気付かせていきたい。
・②”では、自分の都合だけを優先せず、他者に配慮し公徳心をもつことが、みんなが気持ちよく暮らせる社会を実現することに気付かせ、生き方を見つめる視点としたい。

	　自
　己
　の
の生
自き
覚方
	３　今まで話し合ってきたことをもとに、自分のこれまでの生活を振り返る。（５分）

　・東日本大震災で日本人が見せた公徳心の高さに感動した。
・勇気を出して行動することで、周りの人も行動をしてくれた。
	・まずは学級担任が、価値が実現されている事例について語る。その後、それを例として考えさせる。

	終末
	４　「心のノート」を読みこの時間に考えたことをまとめる。（３分）
・公徳心について改めて考えを深めることができた。自分で考えていた以上の意見を聞くことができ、視点や考え方が広がった。
	・本時での学びの充実感を味わわせ、本時の生徒の良さを語る。


６　評価

自分の都合だけを考えるのではなく、社会の一員として他者への配慮も踏まえ、望ましい社会の実現に努めようとする心情を高めることができる。
まず、アやイを選んだ理由を詳しく発表しましょう。また、自分とは異なる意見から詳しく聞きたいことを質問しましょう。（15分）





ア　よくなかった。


トラブルに巻き込まれる。


まずは自分にできることをする。


相手のことを考えずに声をかけた結果、面倒なことがおこった。


人にはそれぞれ事情があるということを考えていない。


周りの人の迷惑を考えていない。





イ　よかった


困っている人を見たら助けるべきだ。


行動しなければ、何も変わらない。声をかけたから替わってくれる人が現れた。


声をかけたことが悪いのではなく、声のかけ方が悪い。気遣った声かけだと、よりよい。





「相手を思いやり行動してみること」や「周囲への気遣い」を実感したり、意味を考えたりした機会を見つけてみよう。








